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第28号12月は田中が担当します。2017年も残すところ僅かになりました。 

貴社（の皆様）におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ

ます。  

 

今年、日本の歴史的大きな変化が有りました。 

公務を満足に果たすことが出来なくなったという天皇陛下のご意向により

生前即位を決定されたことには驚きました。 

平成 31 年 4 月 30 日で即位後、新元号は何にかわるか楽しみですね。 

 

私事ですが、10 月末に父親が 79 歳で他界し、病名はくも膜化出血でした。

生前、体調は良く、急なことで現実が受け止められませんでした。 

男兄弟 3人の長男の私は喪主を勤めさせて頂きました。兄弟で協力し合い短期間での父を送り出す事が出来ま

した。その後の父の身辺整理では、親戚は高齢者のため気を使うことが多く、悲しんでいる暇もないのが現実で

した。最近になって、この世に父親が居ないことに実感がでてきたところです。私と同じく長男だった父親に、

祖父、祖母の喪主を務めた話しをもっとしておけば良かったと後悔をしています。 

 

＜ものづくり企業の進むべき道-明日を創るイノベーション戦略＞ 

日本金型工業会西支部勉強会に行ってきました。 

[講師] 中村 保氏 静岡大学名誉教授 

日本経済の屋台骨を支えてきたものづくり企業が、成長戦略をどのように遂行

していったら良いか、先見のマネジメントが試されているところです。イノベ

ーションが続かない企業は、早かれ遅かれ、いずれは衰退する運命にあります。

企業の経営体質を強化することはもちろん、明日を創るイノベーションによっ

て、新商品開発や画期的な技術革新を起こすことが、まさに、ものづくり企業の成長戦略にほかならないのです。

ただし、新商品開発や画期的な技術革新といっても一朝一夕に生まれるも のではありません。今後 10 年、20 

年先を見通した先見のマネジメントに基づいて、企業のコアテクノロジーを育てていかなければならないとの事

でした。 

『イノベーション』とは…アイデアから社会的意義のある新たな価値を創造し、社会的に大きな変化をもたらす

自発的な人・組織・社会の幅広い変革を意味する 

 

来年も、IS DESIGN は少しでもサービス向上を図るよう、誠心誠意努力する所存です。 

より一層のご支援を賜りますよう、従業員一同心よりお願い申し上げます。皆様も良いお年をお迎え下さい。 

来年も、どうぞよろしくお願い致します。  

 

尚、当社の年末年始の休業期間は下記の通りです。 

〔年末年始休業期間〕2017 年 12 月 29 日（金）～2018 年 1 月 4 日（木） 

新年は 2018 年 1 月 5 日（金）9：00 より営業開始とさせて頂きます。 

 

イメージ画像＝皇室家系図 

 

イメージ画像＝イノベーション構図 
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